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リモートＩ／Ｏユニット（ワイヤ）・伝送ターミナル・伝送Ｉ／Ｏターミナルの  

予防保全のおすすめ （磨耗故障による伝送異常について） 

 

１． はじめに： 

制御の中核を担うプログラマブルコントローラ（PLC）は、数多くの部品で構成されていますが、その部品は無期限に使

えるものでなく、耐用年数（寿命）に合せて交換することが必要です。 

万が一、ＰＬＣが故障した場合、システム復旧に多大な時間を費やすとともに、稼働停止による損失を生じることになり

ます。 よって、ＰＬＣの故障を未然に防ぐために、予防保全の検討をお願い致します。 

 

２．リモートＩ／Ｏユニット（ワイヤタイプ）、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナルの説明 

  リモートＩ／Ｏシステムは、リモートＩ／Ｏ親局とリモートＩ／Ｏ子局間、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナルを接続すること 

により、CPU のプログラム一つで離れた制御対象を一括制御できる省配線システムを実現することできます。 

  ・リモートＩ／Ｏユニットワイヤユニット形式 

形式 ユニット名称 

形Ｃ５００－ＲＭ２０１ Ｃ５００リモートＩ／Ｏ親局ユニット 

形Ｃ５００－ＲＴ２０１ Ｃ５００リモートＩ／Ｏ子局ユニット 

形Ｃ２００Ｈ－ＲＭ２０１ Ｃ２００ＨリモートＩ／Ｏ親局ユニット 

形Ｃ２００Ｈ－ＲＴ２０１ Ｃ２００ＨリモートＩ／Ｏ子局ユニット（ＡＣ１００／２００Ｖ用） 

形Ｃ２００Ｈ－ＲＴ２０２ Ｃ２００ＨリモートＩ／Ｏ子局ユニット（ＤＣ２４Ｖ用） 

  ・伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナル形式  

形Ｇ７１－ＩＣ１６／ＯＤ１６ 伝送ターミナル（入力／出力用） 

形Ｇ７２Ｃ－ＩＤ１６／ＯＤ１６ 伝送Ｉ／Ｏターミナル（トランジスタ入力／出力用） 

形Ｇ７２Ｃ－ＶＩＤ１６／ＶＯＤ１６ 伝送Ｉ／Ｏターミナル（ＤＣ２４電源、入力／出力用） 

 

３． リモートＩ／Ｏユニットワイヤ、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナル寿命時の動作 

リモートＩ／Ｏユニットワイヤ、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナルは、高速通信の安定のため、ＤＣ－ＤＣコンバータを 

使って通信インターフェース用動作電源部へ５Ｖ電源を供給しております。入力される高速度の通信信号を基準となる 

電圧を基にして“０”，“１”判定しているため、安定した電圧が必要であり､この電圧をＤＣ／ＤＣコンバータにより発生 

させております。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



資料番号：ZYA05-961B （2/2） 

 

ＤＣ／ＤＣコンバータは、ＤＣ電圧を発振・整流させて安定したＤＣ電圧を 

取り出しますが、電圧の安定化のためにコンデンサ容量の大きいアルミ 

電解コンデンサを使用します。このアルミ電解コンデンサは内部に電解液を 

使用し化学反応により電圧平滑機能を行なうため構造上｢寿命｣があります。 

寿命期に経年劣化による容量低下が発生しますと、５Ｖ出力が不安定 

（発振状態）となり、通信回路が正常動作しません。 

 

⇒主な異常動作時の現象  

  ①「ＬＩＮＥ ＥＲＲＯＲ（伝送異常）」が２～３ｓｅｃ周期で一瞬点灯、または「ＬＩＮＥ ＥＲＲＯＲ（伝送異常）」が２～３ｓｅｃ 

周期で点滅します。 

  ②上記タイミングで、接続されているリモート子局ユニットや伝送ターミナルの出力モジュールの出力がＯＦＦして 

しまう。 「伝送異常時の出力停止／保持設定」 ディップＳＷ―ＯＦＦ（出力停止）設定時 

 

４． お願い： 

リモートＩ／Ｏユニット、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナルは、アルミ電解コンデンサを内蔵したＤＣ－ＤＣコンバータ

により、通信インターフェース部に電源を供給しているため、ＤＣ－ＤＣコンバータの寿命故障が通信異常につながりま

す。稼動後の年数が経過しているユニットは、是非とも予防保全交換の検討および実施をお願い致します。 

ちなみにリモートＩ／Ｏユニット、伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナルの設計寿命は７年です。 

（時間的な関係は 予防保全時期（推奨交換時期）＜設計寿命＜実力寿命 になります。） 

 

ユニット名称 推奨交換時期 設計寿命 

リモートＩ／Ｏ親局ユニット 

リモートＩ／Ｏ子局ユニット 

伝送ターミナル、伝送Ｉ／Ｏターミナル 

７年 ７年 （３０℃ ２４時間運転） 

詳細は、「プログラマブルコントローラ（PLC）の予防保全について」（資料番号：ZYA03-554）を参照願います。 
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